
　
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
企
業
か
ら
、
地

域
を
元
気
に
エ
ナ
ジ
ャ
イ
ズ
（
E

 

n

 
e
 r 

g
i
z
e
）
す
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

へ
。
都
市
ガ
ス
事
業
の
《
鳥
取
ガ
ス
株
式

会
社
》
と
、
L
P
ガ
ス
事
業
の
《
鳥
取
ガ

ス
産
業
株
式
会
社
》
は
、
創
業
1
0
0
年

を
迎
え
た
2
0
1
8
年
を
機
に
、
提
供
す

る
ブ
ラ
ン
ド
と
サ
ー
ビ
ス
を「
eエ

ネ

ト

n
e
t
о

pピ

ア
i
a
」
に
一
新
。
次
の
1
0
0
年
を

見
据
え
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

エ
ネ
ト
ピ
ア
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ユ
ー
ト

ピ
ア
（
理
想
郷
）
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉

で
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
不
可
欠
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
地
域
で
創
出
す
る
と
と
も
に
、
人

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
活
力
）
も
引
き
出
し
、

地
域
の
人
々
と
共
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
実
現

し
た
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
エ
ネ
ト
ピ
ア
グ
ル
ー
プ
代
表
の
児
嶋
太

一
社
長
は
、東
日
本
大
震
災
直
後
の
11
年
、

鳥
取
ガ
ス
・
鳥
取
ガ
ス
産
業
の
代
表
取
締

役
に
就
任
。
震
災
を
き
っ
か
け
に
集
中
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
脆
さ
が
顕
在
化

す
る
中
、
い
ち
早
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
た
。
16
年

の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
に
先
が
け
、
15

年
に
は
鳥
取
市
と
と
も
に
新
電
力
会
社
の

《
と
っ
と
り
市
民
電
力
》
を
設
立
。
市
内

に
お
い
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
太
陽
光
発
電
所

　
2
0
5
0
年
の
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

進
め
る
エ
ネ
ト
ピ
ア
グ
ル
ー
プ
。
24
年
に

は
、
都
市
ガ
ス
（
L
N
G
／
液
化
天
然

ガ
ス
）、
L
P
ガ
ス
（
液
化
石
油
ガ
ス
）

に
お
い
て
、
ガ
ス
の
採
掘
か
ら
燃
焼
ま
で

の
工
程
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
、

森
林
の
再
生
支
援
な
ど
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
の
削
減
分
で
相
殺
し
た
《
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
ガ
ス
》
の
取
り
扱
い
を
新
た

に
始
め
た
。
ま
ず
自
社
事
業
所
や
工
場
に

導
入
し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

販
売
し
て
い
く
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
脱

炭
素
化
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
24
年
7
月
か
ら
、
カ
ナ
デ
ビ
ア
株
式

会
社
と
日
本
下
水
道
事
業
団
が
行
う
革
新

的
技
術
実
証
事
業
に
、
鳥
取
市
と
鳥
取
ガ

ス
、
と
っ
と
り
市
民
電
力
が
参
画
。
地
域

の
下
水
道
資
源
を
活
用
し
、
都
市
ガ
ス
の

次
世
代
燃
料
と
し
て
期
待
さ
れ
る
《
e
︲

メ
タ
ン
》
の
製
造
実
証
を
開
始
し
た
。
実

験
は
、
市
の
秋
里
下
水
終
末
処
理
場
の
汚

泥
処
理
工
程
で
生
ま
れ
る
「
消
化
ガ
ス
」

か
ら
、
都
市
ガ
ス
原
料
の
主
成
分
「
メ
タ

ン
」
の
生
成
を
探
る
と
い
う
も
の
。
消
化

ガ
ス
は
メ
タ
ン
が
6
割
、
二
酸
化
炭
素
が

4
割
を
占
め
る
。
ガ
ス
中
の
二
酸
化
炭
素

に
水
素
を
加
え
て
反
応
さ
せ
、
再
生
由
来

を
、
ま
た
、
下
水
汚
泥
処
理
で
生
ま
れ
る

消
化
ガ
ス
を
活
用
す
る
《
秋
里
下
水
処
理

場
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
》
の
運
転
を
開
始

し
、
16
年
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由

来
の
電
力
供
給
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
地

域
で
創
生
し
た
再
エ
ネ
由
来
の
電
気
は
、

と
っ
と
り
市
民
電
力
を
通
じ
、
鳥
取
市
内

の
公
共
施
設
や
、《
エ
ネ
ト
ピ
ア
で
ん
き
》

と
し
て
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
に
届
け
ら

れ
る
。
今
で
は
地
域
か
ら
調
達
さ
れ
る
再

エ
ネ
電
力
が
5
割
に
達
し
、
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら

に
同
年
に
は
、
情
報
通
信
事
業
に
参
入

し
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
《
エ
ネ

ト
ピ
ア
ひ
か
り
》
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
ガ

ス
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
料

込
み
の
月
額
利
用
料
が
お
得
に
な
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
長
く
「
と
り
ガ
ス
」
と
親
し
ま
れ
、
ガ

ス
事
業
者
と
し
て
築
い
た
信
用
と
実
績
を

礎
に
、
電
力
事
業
、
情
報
通
信
事
業
か
ら

快
適
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
宅
配
水

事
業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
な
ど
ま

で
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

め
ざ
し
、
領
域
を
拡
げ
る
エ
ネ
ト
ピ
ア
グ

ル
ー
プ
。
20
年
に
は
山
陰
地
域
の
L
P
ガ

ス
シ
ェ
ア
拡
大
と
エ
ネ
ト
ピ
ア
ブ
ラ
ン
ド

の
浸
透
を
目
指
し
、
初
め
て
島
根
県
へ
進

出
。
松
江
市
玉
湯
町
に
《
エ
ネ
ト
ピ
ア
松

江
》
を
開
設
し
、
出
雲
、
大
東
、
安
来
エ

リ
ア
で
、
エ
ネ
ト
ピ
ア
で
ん
き
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

中国四国ガス
親善野球大会

鳥取西部の戦略拠点
《エネトピア米子》

毎年秋のビッグイベント
《エネトピア展》

先進的取り組みで事業拡大
児嶋太一代表取締役

中国地方5県、四国地方の都市ガス
事業者各社から、所属の軟式野球チ
ームが年1回集まり交流を深める

《中国 四 国ガス親 善 野 球 大 会 》。
2024年9月大会は、鳥取ガスを主幹
事に全9チームが参戦。鳥取市のヤ
マタスポーツパークを含む2球場
で、熱戦を繰り広げた。

1992年、現在地の米子市東福原に
設立した《キョウエイガス》が、西部
進出の始まり。その後、2001年開設
の《鳥取ガス産業 西部支店》を経
て、2018年《エネトピア米子》へ。大
山町から境港市までの西部全域で、
LPガス供給、各種サービスを提供し
ている。

社員主体で企画するお客様への販
売イベントは今年で63回目。最新の
ガス機器、IHクッキングヒーターや
電気給湯器などのオール電化商材
がそろい、快適で便利、エコな暮らし
を実現する提案が盛りだくさん。岩
美、鳥取、倉吉、米子、松江と別会場
で、順次開催されている。

松江市生まれの鳥取育ち。母方の実
家のある松江、奥出雲町は縁のある
場所で、《エネトピア松江》の開設に
想いがこもる。電力会社設立は、
1918年に市民運動で誕生した鳥取
ガスの創業者、児嶋幸吉（1857～
1929）の悲願でもあった。100年を
経て達成した。

地
域
社
会
と
と
も
に
歩
み
続
け
る

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

持
続
可
能
な
未
来
に
向
け

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進
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山陰の人と地域を元気に豊かに
お客様の笑顔が私たちのエネルギー
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43

る
。
鳥
取
市
内
の
供
給
エ
リ
ア
に
、
ガ
ス

を
安
全
に
、
安
定
し
て
届
け
る
た
め
、
ガ

ス
管
や
圧
力
調
整
器
な
ど
設
備
の
維
持
管

理
を
行
う
の
が
、
導
管
保
安
グ
ル
ー
プ
の

仕
事
だ
。「
道
路
の
下
に
埋
ま
っ
て
い
る

ガ
ス
管
を
守
る
た
め
、
そ
の
近
く
で
道
路

の
拡
張
、
住
宅
の
撤
去
、
水
道
敷
設
な
ど

工
事
が
あ
る
と
、
必
ず
施
工
業
者
と
事
前

協
議
を
行
い
、
工
事
に
も
立
ち
会
い
ま

す
」。
入
社
半
年
で
、
業
務
と
向
き
合
う

姿
勢
が
評
価
さ
れ
て
い
る
金
山
さ
ん
。

「
3
か
月
の
研
修
期
間
の
お
か
げ
で
す
。

エ
ネ
ト
ピ
ア
全
体
の
業
務
を
学
ん
だ
後
、

配
属
部
署
の
業
務
を
2
か
月
間
じ
っ
く
り

学
べ
た
の
で
、
今
の
業
務
に
役
立
っ
て
い

ま
す
」

　
鳥
取
か
ら
松
江
ま
で
拠
点
が
広
が
る
エ

ネ
ト
ピ
ア
グ
ル
ー
プ
。
入
社
後
は
、
自
宅

か
ら
通
い
や
す
い
勤
務
地
で
活
躍
で
き
る

の
も
魅
力
だ
。
鳥
取
ガ
ス
産
業
・
エ
リ
ア

竹中淳取締役・ビジネス推進グループ部長 エネトピアグループの懇親会 社員の希望で開設された本社3
階の社員食堂 宿直室は個室・エアコン完備の快適空間 農村集落と連携して活動する《とっとり共生の里》事
業に参画。国府町楠城地区の草刈りや水路保全、農産加工品振興に関わっている 鳥取市吉成の市民体育館の
命名権を獲得し、改築工事を支援。2023年6月《鳥取市民体育館エネトピアアリーナ》が再オープンした

営
業
グ
ル
ー
プ
の
山
形
由ゆ

う
た大

さ
ん（
21
）は
、

入
社
3
年
目
。
県
西
部
の
日
野
町
出
身

で
、
米
子
工
業
高
校
卒
業
後
、《
エ
ネ
ト

ピ
ア
米
子
》
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
拠
点

は
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
含
め
全
部
で
9
名
。

30
代
か
ら
60
代
ま
で
の
社
員
が
そ
ろ
う
中
、

山
形
さ
ん
は
一
番
の
若
手
だ
。
担
当
エ
リ

ア
は
、
米
子
市
内
の
東
福
原
、
皆
生
と
、

山
形
さ
ん
の
地
元
・
日
野
町
。
コ
ン
ロ
や

給
湯
器
な
ど
ガ
ス
器
具
の
セ
ー
ル
ス
提
案
、

保
安
点
検
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
配
送
と
交

換
、
配
管
工
事
な
ど
、
業
務
内
容
は
幅
広

い
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
の
お
客
様
に

対
し
て
発
生
す
る
業
務
を
す
べ
て
経
験
で

き
、
感
謝
さ
れ
る
の
が
魅
力
」
と
話
す
。

「
以
前
は
人
と
接
す
る
の
が
得
意
で
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
一
つ
ず
つ
仕
事
を
覚
え

る
う
ち
に
、
苦
手
意
識
が
無
く
な
り
ま
し

た
。
今
は
、
お
客
様
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の

大
切
さ
、
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

エネトピアグループ／鳥取ガス 株式会社／鳥取ガス産業 株式会社 

採用担当者からあなたへ

エネトピアグループ
鳥取ガス 株式会社

鳥取ガス産業 株式会社 

エネトピアグループの強み
は、総合エネルギー企業と
してお客様の生活を多方面
から支えることができるとこ
ろです。鳥取・島根の皆様
の暮らしを豊かにするた
めに一緒に働きませんか。
誰かのために役に立ちた
い！そんなあなたの一歩
踏み出す勇気を、全社員が
サポートします！

0857-28-8813

makita@enetopia.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

さん牧田 朋久
総務グループ

総務人事チーム主任

事業内容

ガス事業、ガス器具の販売、都市ガス工事、
簡易ガス事業、その他の関連事業、
LPガス・高圧ガス販売

創　業　大正7（1918）年7月9日
代表者　代表取締役社長　児嶋 太一
社員数　133名（男102名　女31名）
本　社　鳥取県鳥取市五反田町6
電　話　0857-28-8811

鳥取市、倉吉市、米子市、松江市

採用エリア（勤務地） 

採用区分

新卒採用 キャリア採用

建
築
、
水
道
工
事
な
ど
各
種
資
格
の
取
得

費
用
を
、
会
社
が
全
額
負
担
。
合
格
祝
い

金
、専
任
手
当
も
支
給
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

お
客
様
の
安
心
と
安
全
を
第
一
に
、
24
時

間
3
6
5
日
の
保
安
体
制
で
臨
む
た
め
、

正
社
員
に
は
宿
日
直
勤
務
が
あ
る
。

　

鳥
取
ガ
ス
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
グ

ル
ー
プ
の
馬
場
春は

る
る瑠

さ
ん（
22
）は
、
24
年

入
社
。
長
く
男
性
社
員
が
占
め
る
ビ
ジ
ネ

ス
営
業
チ
ー
ム
で
、
久
々
の
女
性
戦
力
と

し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
新
卒

社
員
は
、
入
社
式
当
日
に
配
属
先
が
発
表

さ
れ
る
の
で
す
が
、
自
分
で
も
驚
き
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。
最
初
は
チ
ー
ム
に
う

ま
く
馴
染
め
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た

が
、
直
属
の
竹
中
取
締
役
部
長
を
は
じ

め
、
上
司
、
先
輩
も
フ
ラ
ン
ク
に
接
し
て

く
れ
、
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
知
識
や
扱
う

商
材
な
ど
、
小
さ
な
疑
問
で
も
親
切
に
答

え
て
く
れ
る
。
今
は
少
し
の
不
安
も
な

く
、
信
頼
の
お
け
る
先
輩
の
下
で
、
営
業

の
仕
事
の
流
れ
を
勉
強
中
だ
。「
営
業
先

の
工
務
店
様
や
住
宅
メ
ー
カ
ー
様
を
通

し
、
一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
に
ガ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
良
さ
、
魅
力
を
発
信
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
と
語
る
。

　
馬
場
さ
ん
と
同
期
入
社
の
金
山
将
太
さ

ん（
19
）は
、
鳥
取
ガ
ス
・
導
管
保
安
グ

ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
た
。
本
社
工
場
で
製

造
し
た
都
市
ガ
ス
は
、
地
下
や
地
上
に
埋

設
・
固
定
し
た
導
管
網
（
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
）
に
よ
っ
て
、
目
的
地
ま
で
届
け
ら
れ

で
高
濃
度
な
合
成
メ
タ
ン
（
e
︲
メ
タ
ン
）

の
生
成
を
目
指
し
て
い
く
。
と
っ
と
り
市

民
電
力
で
は
、
処
理
場
の
消
化
ガ
ス
（
メ

タ
ン
）を
発
電
に
活
用
し
て
お
り
、e
︲
メ

タ
ン
開
発
製
造
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

る
。「
都
市
ガ
ス
原
料
L
N
G
や
L
P
ガ

ス
は
、
ほ
と
ん
ど
が
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ

た
化
石
燃
料
で
、
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

地
域
の
持
続
可
能
な
未
来
を
創
る
た
め
に

は
、
食
の
地
産
地
消
と
同
じ
よ
う
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
も
重
要
な
課
題
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
と
一
体
と
な

っ
て
、
時
代
が
求
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技

術
革
新
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
」

と
、
鳥
取
ガ
ス
の
竹
中
淳
取
締
役
・
ビ
ジ

ネ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ
部
長
は
語
る
。

　
鳥
取
ガ
ス
と
鳥
取
ガ
ス
産
業
2
社
は
、

取
り
扱
う
ガ
ス
が
異
な
る
た
め
別
法
人
に

な
っ
て
い
る
が
、
社
員
の
待
遇
、
福
利
厚

生
（
宿
直
手
当
支
給
含
む
）、
人
事
・
教

育
制
度
な
ど
は
す
べ
て
同
一
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
会
社
に
配
属
さ
れ
る
と
、
人
材

育
成
を
目
的
と
し
た
「
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
制
」
に
よ
り
、
2
～
3
か
月
を
ス

パ
ン
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
経
験
。
中

間
層
社
員
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
く
人
事
評
価

制
度
で
、
2
社
ど
ち
ら
で
も
活
躍
で
き
る

人
材
を
育
て
る
。
ま
た
、
ガ
ス
取
り
扱
い

業
務
に
必
要
な
資
格
を
は
じ
め
、
電
気
、

〝
人
を
想
い
、未
来
を
創
る
〟

エ
ネ
ト
ピ
ア
の
仕
事
あ
れ
こ
れ

新築・リフォーム住宅に向けガス器具導入を提案

資格取得に向けて上司とマンツーマンの勉強会

仕事は慎重かつ丁寧に。社内では自然体で過ごせる
工務店・住宅メーカーに対して、ガス器具や電化商材を提案する馬場さ
ん。最新の人気モデルが集まる《エネトピアプラザ》で勉強会を開く。商
品知識だけでなく、器具の取り付け施工まで提案できる紹介を目指す。

入社1～2年目で、ガス業務に必要な《第二種販売主任者》、《保安業務
員》、《工事設備士》の資格を取得した山形さん。「資格に挑戦する度に、
上司が勤務時間内に勉強会を開いてくれ、モチベーションが上がります」

導管設備の保守点検では“誤認”に気をつけるという金山さん。仕事は慎
重・丁寧がモットーだが、職場はとても和やかで、自然体で居られるとい
う。元高校球児で、鳥取ガス野球部に所属。親善野球大会に出場した。
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公式サイトは
こちら
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